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平
安
朝
詩
文
の
「俗
語
」

は
じ
め
に

平
安
朝
の
詩
人
た
ち
は
、
中
国
に
お
け
る
国
語
的
語
彙
、
い
わ
ゆ
る
「俗
語
」

も
、
そ
の
詩
嚢
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
平
安
朝
詩
に
用
い
ら
れ
た

俗
語
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
積
極

・
的
征
遊
言
し
て
こ
ら
れ

（
た
め
ヽ
小
島
憲
之
氏

で
、
そ
の
著
書
、
論
文
に
お
け
る
論
及
の
ほ
か
、
直
接
の
専
論
も
あ
り
、
そ
れ

察
っ
計
【
〕
あ
・
く
わ
路
葉
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
他
の
先
学
に
よ
る
考

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
言
葉
は
、
全
体
の
一
部
に
し
か
過

ぎ
ず
、
な
お
多
く
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
論
及
は
、
時
代
的
に
い
え

ば
、
十
世
紀
の
初
頭
、
菅
原
道
真
の
時
代
ま
で
に
限
ら
れ
、
以
後
の
詩
に
つ
い

て
は
全
く
手
つ
か
ず
の
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
道
真
の
周
辺
ま
で
に

限

っ
て
も
、
な
お
取
り
上
げ
る
べ
き
言
葉
は
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、　
一
応
平

安
初
頭
期
か
ら
十
世
紀
初
め
ま
で
で
区
切

っ
て
、
そ
の
時
代
の
詩
に
用
い
ら
れ

た
俗
語
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
「新
撰
万
葉
集
』
中

の
詩
は
、
多
く
の
俗
語
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
そ
の
作
者
も
、
制
作
年
代
も
明

確
で
は
な
い
の
で
、
い
ま
は
除
外
し
た
。

れ薇ぃ〓猜嘲衆る^散最端崚̈
［議』』】嚇けい識難）に局けっけ議̈

´

後

藤

昭

雄

散
文
の
用
例
も
援
用
し
た
。

当
家
『菅
家
文
草
』
巻

一
に

「観
二
王
度
国
，碁
、
献
二
呈
人
こ

と
い
う
詩
が
あ
る
。

一
死

一
生
争
道
頻
　
　
　
一
は
死

一
は
生

道
を
争
ふ
こ
と
頻
り
な
り

手
談
厭
却
口
談
人
　
　
　
手
談
厭
却
す
口
談
の
人

殷
勤
不
愧
相
嘲
瞬
　
　
　
殷
勤
に
愧
せ
ず
相
嘲
呼
し

漫
説
当、
家、
有
積
薪
　
　
　
灘
り
に
説
く
当
家
に
積
薪
有
り
と

結
句
に

「世
に
大
唐
の
王
積
薪
の
碁
経

一
巻
有
り
。
故
に
云
ふ
」
の
自
注
が

あ
る
。

結
句
に
つ
い
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
頭
注
に
、

「私
の
家
に
は
先
祖

の
王
氏
の
碁
の
虎
の
巻
が
あ
る
の
だ
か
ら
ね
と
す
ず
ろ
に
言
い
ち
ら
し
た
り
す

る
。
『当
家
』
は
、
日
本
語
」
と
い
う
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
句
の
解
釈
は

お
お
む
ね
妥
当
で
あ
る
が
、
「当
家
」
は
日
本
語
、
と
い
う
の
は
誤

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
道
真
の
誤
用
す
な
わ
ち
和
習
で
は
な
い
。

こ
の
語
は
漢
語
で
あ
り
、
『
詩
詞
曲
語
辞
匿
釈
』
（巻
一〇

『藪
建
変
文
字
義

通
釈
』
両
著
に
採
録
す
る
。
そ
う
し
て
そ
の
意
味
を

『匿
釈
』
は
「猶
云
本
家
、

或
自
家
」
、
ま
た

『
通
釈
』
は

「本
家
、
自
己
家
裏
的
、
同
姓
」
と
い
う
。
た
と

え
ば

『
通
釈
』
で
は

『捜
神
記
』

「
田
見
帯
」
条
の

当
家
地
内
、
有

一
水
池
、
極
深
清
妙



の
例
を
あ
げ
、

天
女
称
見
補
為
池
主
、
可
見
水
池
是
見
帯
家
裏
所
有
的

と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「当
家
」
は
、
「
そ
の
家
」
あ
る
い
は

「
こ
の

家
」
、
ま
た

「
う
ち
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
詩
の
場
合
は

「
う
ち
の
」

と
い
う
意
味
に
な
る
が
、　
そ
れ
と
と
も
に

「同
姓
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
は

『厖
釈
』
の
説
明
の
方
が
わ
か
り

や
す
い
。
「
腫
釈
』
に
は
唐
詩
か
ら
二
例
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
は
白

居
易
の
詩
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
い
う
。

自
居
易
贈
楚
州
郭
使
君
詩

『当
家
美
事
堆
身
上
、
何
菅
林
宗
与
細
侯
』
此

亦
猶
云
本
家
、
以
用
郭
姓
典
故
也
。

説
明
を
補
う
と
、
自
居
易
の

「贈
・一楚
州
郭
使
君
こ

に
、

当
家
美
事
堆
身
上
　
　
　
当
家
の
美
事
身
上
に
堆
し

何
菅
林
宗
与
細
侯
　
　
　
何
ぞ
菅
林
宗
と
細
侯
と
の
み
な
ら
ん
や

の
一
聯
が
あ
り
、
こ
こ
に

「当
家
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
郭

氏
に
贈

っ
た
詩
に
因
ん
で
、

「同
姓
」
の
郭
氏
の
典
故
を
持
ち
出
し
た
こ
と
に

よ
る
。
林
宗
は
後
漢
の
郭
泰
、
都
洛
陽
に
遊
び
、
の
ち
郷
里
に
帰
る
時
に
は
、

諸
儒
の
見
送
る
車
が
千
乗
も
あ

っ
た
が
、
林
宗
は
ひ
と
り
李
鷹
と
の
み
舟
に
乗

っ
て
河
を
渡

っ
た
。
人
々
は
こ
れ
を
見
て
神
仙
だ
と
言
い
合

っ
た
と
い
う
。
細

侯
も
や
は
り
後
漢
の
人
、
郭
扱
で
あ
る
。
彼
は
循
吏
と
し
て
名
高
く
、
井
州
の

長
官
と
な

っ
て
再
度
赴
任
し
た
時
に
は
、
老
若
が
歓
迎
し
、
児
童
数
百
人
が
竹

馬
に
乗

っ
て
迎
え
た
と
い
う
。
詩
は
、
こ
の
典
故
を
踏
ま
え
て
、
郭
家
に
関
わ

る
美
事
は
何
も
音
の
そ
う
し
た
人
々
に
は
限
ら
な
い
、
い
ま
楚
州
使
君
と
な

っ

て
下
る
郭
氏
に
も
そ
う
し
た
美
事
は
多
い
の
だ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
後
漢
の
郭
氏
と
楚
州
使
君
の
郭
氏
と
に
系
譜
上
の
つ
な
が
り
が
あ
る
必
要

な
ど
は
な
い
。

ユ
ー
モ
ア
で
あ
る
。

道
真
の
詩
も
同
じ
構
造
を
持
つ
。
碁
を
囲
ん
で
い
る
の
が
三
度
だ
か
ら
、
同

じ
王
姓
の
碁
の
神
様
王
積
薪
を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
両
者
に

は
直
接
の
つ
な
が
り
は
な
い
。
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
積
薪
を
持
ち
出
し

た
か
ら
、
「醸
り
に
説
く
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
菅
家
文
草
』
に
は
も
う

一
つ

「当
家
」
の
例
が
あ
る
。

「絶
句
十
首
、
賀
ニ

諸
進
士
及
第
こ

の
第
三
首

（巻
二
）
に
、

当
家
好
爵
有
二遺
塵
「
不
レ若
椀
林
苦
出
身

の
一
聯
が
あ
る
。
こ
の
詩
に
は

「橘
風
を
賀
す
」
の
注
記
が
あ
る
。
学
生
の
橘

某
の
文
章
生
及
第
を
祝
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の

「当
家
」
は
、　
コ
」

の
家
」
あ
る
い
は

「そ
の
家
」
の
意
味
で
あ
る
。

耶
嬢
「耶
」
は

「爺
」
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
父
を
、

「嬢
」
は

「娘
」
と
表
記

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
母
を
い
う
俗
語
で
あ
る
。
「
お
や
じ
」
「
お
ふ
く
ろ
」

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
唐
詩
に
次
の
例
が
あ
る
。

箇
箇
惜
二妻
児
「
爺
娘
不
二供
養
一
（寒
山
、
我
見
世
間
人
）

褻
祓
靱
鰤榊一靡」塀
咆
鰤ポ

村
南
村
北
哭
声
哀
、
児
別
二爺
嬢
一夫
別
レ妻

（白
居
易
、
新
豊
折
臀
翁
）

平
安
朝
詩
で
は
、
「
文
華
秀
麗
集
』
に
用
例
が
あ
る
。

独
頼
二耶
嬢
偏
愛
重
「
何
図
見
者
以
二為
神
一
（菅
原
清
公
、
奉
和
春
閏
怨
、

巻
中
）

そ
う
し
て
六
朝
以
来
の
俗
語
で
あ
る

・
こ
■
ヽ
前
掲
の
社
詩
の
例
ほ
か
を
あ
げ

つ
つ
、
小
島
憲
之
氏
の
指
摘
が
す
で
に
あ
る
。

『文
華
秀
麗
集
』
に
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
空
海
の
詩
文

に
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
よ
う
。
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天
子
剃
レ
頭
献
二仏
駄
「
耶
嬢
割
レ愛
奉
二能
仁
一
（山
中
有
二何
楽
「

『
性
霊

集
』
巻

一
）

伏
惟
、
先
師
徳
下
、　
…
…
、
群
品
之
耶
嬢
、　
一
人
之
帰
潟
。
況
復
覆
レ我

如
レ
天
、
載
レ我
如
レ地
、
撫
レ我
若
レ嬢
、
提
レ我
若
レ
父

（為
二先
師
一講
二釈

梵
網
経
一表
白
、
巻
八
）

伏
惟
、
我
皇
帝
陛
下
、
…
…
、
三
界
之
耶
、
万
方
之
嬢

（和
尚
奉
〓為
祈
ニ

皇
帝
一転
二読
大
般
若
経
一願
文
、
巻
八
）

唐
実
三
尊
、
耶
嬢
六
趣

（被
レ修
二公
家
仁
王
講
一菱
白
、
巻
八
）

箇
（↑
）
『
詩
人
玉
暦
』
巻
六
に
、
杜
甫
の
詩
に
お
け
る
俗
語
の
使
用
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
論
述
が
見
え
る
。

数
レ物
以
レ今
、
謂
レ食
為
レ喫
、
其
近
二部
俗
「
独
杜
子
美
善
用
レ之
。
云
、

峡
口
驚
猿
聞

一
今
、
両
↑
黄
鶴
鳴
翠
柳
、
却
達
井
桐
添
↑
今
、
（後
略
）

助
数
詞
と
し
て
の

「今

（箇
と
を
、
も
の
を
食
う
意
の

「喫
」
と
と
も
に
、

杜
甫
が
よ
く
用
い
た
俗
語
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
、
現
代
中
国
語
も

そ
う
で
あ
る
助
数
詞
の

「箇
」
は
平
安
朝
詩
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
人
を
数
え
る
の
に
用
い
た
例
。
そ
の
用
例
を
あ
げ
る
前
に
、
前
引
の

社
　
・
詩
征
ヽ
ず
れ
も
物
を
数
え
る
の
に
用
い
た
場
合
で
あ
る
か
ら
、
塩
見
邦
彦
氏

の
指
摘
を
借
用
し
て
、
唐
詩
の
そ
の
一
、
二
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

己
聞
城
上
三
更
鼓
、
不
レ見
心
中

一
箇
人

不
レ知
玉
質
双
棲
処
、
両
箇
仙
人
是
阿
誰

本
朝
で
は
平
安
初
期
か
ら
用
例
が
あ
る
。

千
人
万
人
挙
不
レ応
、
唯
君

一
箇
帝
心
抽

巻

一
）

（元
棋
、
新
政
県
）

（貫
休
、
寄
二鄭
道
士
二
一首
）

（贈
二野
陸
州
一歌
、
「性
霊
集
』

吾
有
■

箇
瑣
枝
ヽ
不
幸
先
レ露

（為
二酒
人
内
公
主
一遺
言
、
「性
霊
集
』
巻

四
）

「瑣
枝
」
は
玉
の
枝
、
こ
こ
で
は
酒
人
内
親
王
の
皇
子
を
い
う
。

在
二辺
亭
一賦
得
二山
花
「
戯
寄
二両
箇
領
客
使
井
滋
三
一
（王
孝
廉
、
「
文
華

秀
麗
集
』
巻
上
）

こ
れ
は
詩
題
で
あ
る
。

五
星
ヨ
式
部
卿
大
蔵
卿
安
勅
三
箇
親
王
一也

（為
二酒
人
内
公
主
一遺
言
、
「
性

霊
集
』
巻
四
）

下
っ
て
延
喜
期
に
一
例
が
あ
る
。

一
院
群
居
人
七
令
、
疑
従
二天
上
一斗
星
投

（
三
統
理
平
、　
秋
日
陪
二左
丞

相
城
南
水
石
亭
一祝
二蔵
外
史
大
夫
七
旬
之
秋
「
『
雑
言
奉
和
し

次
に
、
も
の
を
数
え
る
の
に
用
い
た
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
詩
序
の
中
で
は

あ
る
が
、
早
く

『懐
風
藻
』
に
用
例
が
あ
る
の
で
、
挙
げ
て
お
こ
う
。

待
二君
千
里
之
駕
「
千
レ今
三
年
、　
懸
二我

一
箇
之
楊
（於
レ是
九
秋

（藤
原

宇
合
、
在
二常
陸
一贈
二倭
判
官
留
在
，京
）

以
下
、
平
安
朝
詩
の
例
。

一
箇
無
明
諸
行
業
、
不
レ中
不
レ外
惑
二凡
情
一
（詠
十
喩
詩
、

「
続
性
霊
集

補
閥
砂
』
巻
十
）

比
来
朔
雁
度
千
番
、　
一
箇
封
書
末
二曽
看
六
巨
勢
識
人
、
和
二伴
姫
秋
夜
闇

情
「
『文
華
秀
麗
集
』
巻
中
）

試
賦
二臨
年
等
「
仙
齢
幾
箇
迎

（賀
陽
豊
年
、
詠
桜
、
「
経
国
集
』
巻
十

一
）

歳
中
翫
レ菊
過
レ秋
深
、
百
箇
花
前
久
陸
沈

（侍
中
局
賦
三秋
陽
曝
二菊
花
「

『
田
氏
家
集
』
巻
中
）

『菅
家
文
草
』
に
は
五
例
が
あ
る
が
、
い
ま
は
一
つ
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

点
検
窓
頭
数
箇
梅
、
花
時
不
レ記
幾
年
開

（書
斎
雨
日
独
対
梅
花
、
巻

一
）

都
慮



豊
田
穣

「唐
詩
俗
語
政
」
∩
唐
詩
研
究
し
に
採
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

「蔦
原
詩
話
」

（巻
三
）
で
は

「都
来
」
と
同
じ
く

「
ス
ペ
テ
ト
イ
フ
コ

ト
」
と
な
し
て
ゐ
る
の
が
、
当
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
「都
慮
」
の
慮
は
「都

来
」
の
来
と
同
じ
く
単
に
語
尾
に
添
え
ら
れ
た
だ
け
の
助
辞
で
あ

っ
て
、

一
音
節
で
い
へ
ば

「都
」
で
あ
り
、
二
音
節
に
の
ば
し
て
い
へ
ば
「都
慮
」

に
な
る
。

と
い
う
説
明
が
、
よ
く
こ
の
語
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。

『
遊
仙
窟
』
に
二
つ

の
用
例
が
あ
る
。

遮
讐
一不
レ得
〓

、
員
レ
両
都
慮
失

触
処
尋
二芳
樹
「
都
慮
少
二物
華
一

自
居
易
の
詩
に
も
見
え
る
。

骨
肉
都
慮
無
二十
日
一
糧
儲
依
約
有
≡
一年
一

『蔦
原
詩
話
』
に
は
、
「
旧
訳
ノ
般
若
経
ノ
内
、
処
々
二
都
慮
卜
云
字
ア
リ
」

と
も
述
べ
て
い
る
。
私
の
調
査
は
そ
こ
ま
で
及
ん
で
い
な
い
が
、
漢
訳
仏
典
に

国
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

我
が
国
で
は

『新
撰
字
鏡
』
巻
十
二

（
二
六
オ
）
に

「都
慮

銅
」
と
あ
り
、

「
同
上
」
は
直
前
の

「総
豊
」
に
付
さ
れ
た
訓
み

「志
加
之
奈
加
良
」
を
承
け

る
が
、
こ
の

「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
」
は
、
逆
接
の
接
続
詞
の
そ
れ
で
は
な
く
、
「す

べ
て
」
の
意
で
あ
る
。

詩
文
で
は
、
早
く
は
菅
原
道
真
の
文
章
に
用
例
が
あ
る
。

一
つ
に

「鴻
臓
贈
答
詩
序
」
令
菅
家
文
草
』
巻
七
）
に
、

二
大
夫
、
両
典
客
、
与
二客
徒
一相
贈
答
同
和
之
作
、
首
尾
五
十
八
首
。
更

加
二江
郎
中

一
篇
「
都
慮
五
十
九
首
。

ま
た
道
真
が
父
是
善
の
命
に
従

っ
て
作

っ
た

『文
徳
実
録
』
の
序
文
に
、

起
レ自
二嘉
祥
三
年
二
月
己
亥
「
詑
二千
天
安
二
年
八
月
乙
卯
「
都
度
九
年
。

勤
成
二十
巻
¨

と
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
部
分
に
当
た
る
所
が
、
他
の
正
史
で

ま
、
起
二子
天
長
十
年
二
月
乙
酉
「
詑
二千
嘉
祥
三
年
二
月
己
亥
「
惣
十
八
年
。

拠
二春
秋
之
正
体
「
聯
二甲
子
一以
詮
次
。　
考
以
二始
終
「
分
二其
首
尾
ヽ
都

為
二廿
巻
「
（続
日
本
後
紀
序
）

起
二於
天
安
二
年
八
月
乙
卯
「
詑
二千
仁
和
三
年
八
月
丁
卯
「
首
尾
三
十
年
、

都
為
・一五
十
巻
”
釜
一代
実
録
序
）

と
、
「惣
」
「都
」
と

一
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「慮
」
は
接
尾
辞

で
あ

っ
て
、

一
音
節
で
い
え
ば

「都
」
、
一
一音
節
に
の
ば
し
て

「都
慮
」
と
な

る
と

い
う
、
前
引
の

「唐
詩
俗
語
攻
」
の
説
明
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
に
い
え
ば
、
勅
撰
の
正
史
の
序
文
と
い
う
、
撰
者
の
上
首
で
あ
る
右

大
臣
藤
原
基
経
が
陽
成
天
皇
に
奏
上
す
る
と
い
う
体
裁
を
も
つ
、
最
も
折
日
正

し
い
も
の
で
あ
る
は
ず
の
文
章
の
中
に
、
道
真
は
こ
の
よ
う
な
国
語
的
語
彙
を

取
り
込
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

他
に
、
同
時
代
の
三
統
理
平
に
、

幾
許
群
臣
呈
二露
胆
「
都
慮
万
物
照
二秋
竃
一
（露
色
明
二遠
空
「

『類
衆
句

題
抄
し

が
あ
り
、
時
代
が
下
っ
て
、
大
江
匡
衡
の
詩
序
に
、

左
親
衛
藤
中
郎
将
、
…
…
、
及
朝
士
大
夫
、
夕
拝
侍
中
、
都
慮
十
有
余
人
、

会
二合
千
藤
亜
相
別
業
一臭
。

（夏
日
陪
二藤
亜
相
城
北
山
荘
一同
賦
淡
交
唯

対
レ水
詩
序
、
「江
吏
部
集
』
上
）

大
江
匡
房
に
、

五
畿
及
七
道
、
毎
レ国
祭
祖
祗
、
都
慮
四
海
内
、
争
不
レ仰
二指
摘
一
（参
安

楽
寺
詩
、
『本
朝
続
文
粋
』
巻

一
）



（６
）

な
ど
の
例
が
あ
る
。

一
種『
詩
詞
曲
語
辞
腫
釈
』
に
、

猶
云

一
様
、
或
同
是
也
。

と
あ
る
。
「同
じ
」
「同
様
の
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
李
白
、
杜
甫
以
下
多
く

の
例
が
引
掲
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
、
二
を
あ
げ
る
と
、

一
種
為
二人
妻
「
独
自
多
二悲
栖
一
（李
白
、
江
夏
行
）

一
種
愛
レ魚
心
各
異
、
我
来
施
レ食
南
垂
レ釣

（自
居
易
、
観
遊
魚
詩
）

我
が
国
で
は
、
平
安
初
頭
詩
に
す
で
に
見
え
る
。
『経
国
集
』
に
、

忽
見
三
春
木
、
芳
花

一
種
催

全
員
村
田
使
、
奉
和
殿
前
梅
花
、
巻
十

一
）

九
匡
千
万
里
、　
一
種
色
鎧
鎧

（金
雄
津
、
詠
雪
、
巻
十
三
）

『性
霊
集
』
に
、

夏
月
涼
風
、
冬
天
淵
風
、　
一
種
之
気
、
唄
喜
不
レ同

（徒
懐
玉
、
巻

一
）

一
種
阿
字
多
旋
転
、
無
辺
法
義
因
レ敢
宣

（詠
十
喩
詩
、
巻
十
）

『
雑
言
奉
和
』
に
、

只
為
二芥
芳
一近
レ仙
看
、
万
樹
栄
暉

一
種
同

（坂
田
永
河
、
奉
レ和
二聖
製

河
上
落
花
詞
し

ま
た
、
菅
原
道
真
の
周
囲
に
お
い
て
も
、
「
菅
家
文
草
』
に
六
例
、

臣
の

『
田
氏
家
集
』
に
三
例
、
「
雑
言
奉
和
』
に
二
例
が
あ
る
が
、

真
と
忠
臣
の
詩

一
例
ず
つ
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

山
郵
水
駅
思
紛
紛
、　
一
種
風
光
両
処
分
（喜
二
田
少
府
罷
レ官
帰
京
ヽ
巻
二
）

数
十
名
駒

一
種
良
、
恩
頒
近
侍
雁
成
レ行

（和
下高
侍
中
鎮
夷
府
貢
二良
馬

数
十
疋
「
有
レ勅
頒
賜
、
偶
題
中
長
句
い
巻
上
）

以
上
の
諸
例
、
い
ず
れ
も

「同
じ
」
あ
る
い
は

「同
じ
よ
う
に
」
と
解
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

除
非『文
語
解
』
に
、

僅
語
ノ
コ
ン
ハ
カ
ク
ベ
ツ
ト
云
意
ナ
リ
、　
コ
ノ
義
ヨ
リ
シ
テ
、
タ
ダ
ト
訳

ス
ベ
キ
所
オ
オ
シ

と
述
べ
て
い
る
。

『
詩
詞
曲
語
辞
厖
釈
』
（巻
四
）
に
も
、

仮
設

一
例
外
以
見
其
只
有
此
也
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
た
だ
…
…
だ
け
」
の
意
で
あ
る
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て

い
』
“
「
鱒
削
舜
詢
』
¨
麻
い
れ
が
傘
「
見
氏
は
早
く
唐
詩
の
例
を
指
摘
さ
れ

除
非
奉
二朝
謁
「
此
外
無
二別
牽
六
朝
帰
書
寄
二天
八
し

除
非

一
杯
酒
、
何
物
更
関
レ身

（感
春
）

我
が
国
の
詩
で
は
、
わ
ず
か
に

『
田
氏
家
集
』
に
次
の
例
が
あ
る
。

除
非
鮮
服
随
饉
檜
　
除
非
鮮
服
に
饉
謄
を
随
ふ
る
の
み

自
外
紛
紛
俗
納
牽
　
自
外
は
紛
紛
と
し
て
俗
納
に
牽
か
る

（奉
レ和
下
大
相
立
秋
日
感
二涼
風
至
一詩
い
巻
中
）

何
物こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
氏
に
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
中

国
語
で
は
、
「な
に
」
と
尋
ね
る
時
に
、
「甚
蕨
」
と
い
う
こ
と
ば
が
普
通
に
用

い
ら
れ
る
が
、
そ
の
前
身
に
当
た
る
も
の
が
、
「何
物
」
で
あ
る
。
コ
何
物
」
と

い
う
い
い
方
は
、　
一
見
、
「な
に
も
の
』
を
意
味
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う

で
は
な
い
。
「
な
に
も
の
』
で
は
な
く
し
て
、
た
だ
の

『
な
に
』
な
の
で
あ
る
。

・…
‥
、
「物
』
は
軽
く
そ
わ
る
だ
け
で
あ

っ
て
、
「物
』
の
字
が
ほ
か
の
場
合
に

も
つ
よ
う
な
重
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
（脚
″
」
こ
の
語
は
、
六
朝
時

代
か
ら
用
い
ら
れ
る
が
、
唐
詩
に
お
い
て
も
、
初
唐
以
来
多
用
さ
れ
る
俗
語
の

（ｎ
）

一
つ
で
あ
る
。

嶋
田
忠

い
ま
は
道



我
が
国
で
は
、
文
章
で
あ
る
が
、
早
く
空
海
に
用
例
が
あ
る
。

世
上
強
鎮
其
如
レ批
、
人
間
何
物
応
二常
存
一
（孝
子
為
二先
批
周
忌
一図
二写

供
三養
両
部
曼
茶
羅
大
日
経
一講
説
表
白
文
、
『続
性
霊
集
補
閥
妙
』
巻
八
）

『
田
氏
家
集
』
『
菅
家
文
草
』
に
次
の
例
が
あ
る
。

何
物
寂
家
相
待
見
、
香
燿
煙
与
二水
瓶
花
一
（送
二禅
師
還
，山
、

『
田
氏
家

集
』
巻
上
）

一
年
何
物
始
終
来
、
請
見
寒
中
有
二早
梅
一

（晩
冬
過
二文
郎
中
一翫
二庭
前

早
梅
「
『菅
家
文
草
』
巻

一
）

子
孫
何
物
遺
、
衣
食
何
価
充

（舟
中
行
事
、
『菅
家
文
草
』
巻
三
）

以
上
い
ず
れ
も
、
吉
川
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
、
「な
に
」
と
訓
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

底

『
詩
語
解
』
巻
上
に
、
「甚
」
と
と
も
に
挙
げ
、
「倶
僅
語
、
何
也
」
と
い
う
。

「な
に
」
で
あ
る
。
本
朝
の
詩
で
は
、
以
下
に
あ
げ
る
よ
う
に
、
「縁
底
」
（な

ぜ
、
ど
う
し
て
）
の
形
で
用
い
ら
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
中
国

詩
の
例
は

『
詩
詞
曲
語
辞
匿
釈
』
に
あ
げ
る
、
王
維
の

「愚
公
谷
」
の

縁
底
名
二愚
谷
「
都
由
二愚
所
，成

が
あ
る
。

我
が
国
で
は
、
嶋
田
忠
臣
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
の
が
初
例
で
あ
る
。
「同
一一菅

侍
郎
酔
中
脱
レ衣
贈
二表
大
使
こ

（『
田
氏
家
集
』
巻
中
）
に
、

此
物
呈
レ君
縁
底
事
、
他
時
引
レ領
暗
愁
生

と
見
え
る
。
以
後
、
平
安
中
期
以
降
の
詩
人
に
愛
用
さ
れ
る
。

詩
情
陵
騰
か
経
癖
）
蓮
府
秋
池
浮
レ月
澄

（左
相
府
東
三
条
第
同
賦
三池
水

浮
二明
月
「
『江
吏
部
集
』
巻
上
）

な
お
、
大
江
匡
衡
は
、
別
の
場
で
こ
の
句
と
酷
似
し
た
句
を
作

っ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
、

詩
情
何
事
太
丞
”
、
為
レ
是
郎
潜
不
レ得
レ昇
　
（李
部
大
卿
述
二沈
滞
懐
一黍

賜
二
玉
章
１
…
、

巻
中
）

と
、
「縁
底
」
に
代
え
て

「何
事
」
の
語
を
措
い
て
い
る
。

多
年
稽
古
属
二儒
業
「
縁
底
此
時
不
二泰
平
一
２

条
天
皇
、
書
中
有
二往
事
「

『本
朝
麗
藻
』
巻
下
）

閤
東
陪
レ宴
翫
二清
影

縁ヽ
底
遠
尋
庚
亮
楼

（藤
原
茂
明
、
賦
月
、
『本
朝
無

題
詩
』
巻
一
じ

本
自
此
身
無
二定
体
一
浮
雲
縁
底
慕
二浮
名
一

（藤
原
通
憲
、
閑
中
独
吟
、

『本
朝
無
題
詩
』
巻
五
）

縁
底
別
二憂
苦
一
尖
因
取
二楷
模
一
（藤
原
敦
光
、
初
冬
述
懐
百
韻
、
「本
朝

続
文
粋
』
巻

一
）

縁
底
愁
二病
蚕
「
誰
敢
食
二露
鴎
一
（大
江
匡
房
、
参
安
楽
寺
詩
、
「本
朝
続

文
粋
』
巻

こ

秋
風
縁
底
先
二秋
光
一
扇
裡
報
来
断
二感
腸
一
（藤
原
憲
房
、
扇
裡
有
二秋
風
「

『
天
喜
四
年
殿
上
詩
合
し

事
須先
に

「都
慮
」
の
語
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
菅
原
道
真
の

「鴻
慮
贈
答
詩

序
」
∩
菅
家
文
草
』
巻
七
）
に
は
、
も
う

一
つ
俗
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

余
与
二郎
中
一相
議
、
表
大
使
七
歩
之
才
也
。
他
席
贈
遺
、
疑
在
二宿
構
『

事
須
下
別
預
二宴
席
ヽ
各
場
二部
懐
「
面
対
之
外
、
不
中
更
作
●
詩
也
。

圏
点
を
付
し
た

「事
須
」
に
つ
い
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
は
次
の
注

が
付
さ
れ
て
い
る
。

入
矢
氏
云
、
事
須
二
字
、
見
・一千
韓
念

。
自
居
易
文
井
敦
建
変
文
「
即
与
ニ

是
須
一同
。
事
是
並
接
頭
語
。



中
国
学
の
入
矢
義
高
氏
の
示
教
と
し
て
、
こ
の

「事
」
は
接
頭
語
で
、
下
の
　
　
ス（聴

と
い
う
言
及
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「遊

「須
」
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
　

仙
窟
』
の

訓
読
す
る
と
き
も
、
二
字

一
語
と
し
て

「事
須
」
で

「す
べ
か
ら
く
」
と
読
む
　
　
　
　
今
朝
井
復
随
他
弄

な投】盪れげはけ“れ囃廊る。商瑚膨̈
［け、「開議は講癖教̈
珈一『̈
　　　王絲̈
箕「』』癬響Ⅵ辞一同れ時曜島ど不林亭こ
の

は
、
唐
詩
及
び

『
遊
仙
窟
』
の
例
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
朝
の
詩
文
で
は
、
道
真
に
先
立

っ
て
、
塩
見
氏
の
指
摘
が
あ
る
が
、
空
海

の

『
文
鏡
秘
府
論
』
に
見
え
る
。
こ
こ
に
は
、
そ
の
別
の
例
を
あ
げ
よ
う
。

若
五
字
並
軽
、
則
脱
略
無
下
所
二止
泊
一処
“
若
五
字
並
重
、
則
文
章
暗
濁
。

事
須
二軽
重
相
間
ヽ
初
須
二以
レ声
律
，之
。
（南
巻
、
論
文
意
）

凡

一
句
五
言
之
中
而
論
一́蜂
腰
「
則
初
腰
、
事
須
二急
避
，之
。
（西
巻
、
文

二
十
八
種
病
）

詩
で
は

『
田
氏
家
集
』
に
二
例
が
あ
る
。

百
薬
就
レ中
多
二効
力
「
事
須
二嗜
レ菊
得
，如
レ椿

（失
題
、
巻
上
）

軟
脚
当
レ
帰
雲
洞
裏
、
事
須
三万
歳
用
二仙
羞
一
（九
日
侍
二宴
冷
然
院
「
各

賦
二山
人
採
薬
「
巻
上
）

―
他動
詞
に
連
接
し
て
日
語
的
語
彙
を
作
る
一
連
の
接
尾
語
が
あ
る
。
響
心却
」
の

却
「「
」
に 「
つ 記
］
↑
¨
す
「『
け
ほ
設
計
わ
』
ピ
維
”
れ
あ
（
の
“
「
げ
力ヽ 殺
げ
肇
ヤ
詢
コ

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
見
や
す
い
語
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
は
取
り
上
げ
な
い
。
こ

こ
に
取
り
上
げ
る
の
は

「他
」
で
あ
る
。

接
尾
語
と
し
て
の

「他
」
に
つ
い
て
は
諸
書
に
言
及
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
管
見
で
見
い
だ
し
た
の
は
、
志
村
良
治

『
中
国
中
世
語
法
史
研
究
』
の
、

「
他
』
に
は
な
お
動
詞
に
そ
い
無
関
心
の
気
持
を
伝
え
る
独
特
の
機
能
が

あ

で
あ
る
。

な
お
、
『
詩
語
解
』
に

「他
」
に

「彼
」
の
意
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
例
に
こ

の
王
維
の
詩
を
用
い
て
、
「自
限
に
し
て
他
の
世
上
の
人
を
看
る
」
と
読
ん
で
い

る
。
「他
」
に

「彼
」
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
王
維

の
詩
を
そ
う
解
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
「無
関
心
の
気
持
ち
を
伝
え
る
」
と

い
う
の
は
、
果
た
し
て
そ
う
か
、
疑
間
に
も
思
う
が
、
や
は
り
動
詞
に
付
く
接

尾
語
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
接
尾
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た

「他
」
が
、
嶋
田
忠
臣
の
詩
に
二
例
見
い

だ
さ
れ
る
。
「看
〓侍
中
局
壁
頭
挿
二紙
鳶
一呈
二諸
同
志
こ

（『
田
氏
家
集
』
巻
上
）
、

タ
コ
と
い
う
珍
し
い
題
材
を
詠
ん
だ
詩
に
、

了
得
行
蔵
能
在
レ我
、
憐
他
飛
伏
必
依
レ人

が
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
場
合
、
「憐
他
」
が
、
や
は
り
国
語
的
語
彙
を
作

る

「得
」
を
添
え
た

「
了
得
」
と
対
語
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
、
「他
」
を
接
尾
辞

と
考
え
る
べ
き
、
見
や
す
い
証
拠
で
あ
る
。

も
う

一
例
は
、
「暮
春
宴
二菅
尚
書
亭
一同
賦
二掃
レ庭
花
自
落
こ

（巻
下
）
の

清
昼
憐
看
遅
日
暮
、
恨
他
乗
レ酔
踏
レ花
還

で
あ
る
。

な
お
、
『扶
桑
集
』
巻
七
所
収
、
惟
良
春
道
の

「
野
副
使
卓
世
之
工
文
者
也
」

云
々
と
い
う
長
い
詩
題
の
詩
に
、

看
他
語
嶺
苦
相
交
、
毀
誉
随
レ心
変
二羽
毛
一



魏

評

郵

又

鮮

魔

鵠

鵡

蝿

」
が

割

に
接
尾
語
と
し
て
の

「他
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
「看
他
」

も
そ
う
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
い
ま
は
確
か
に
そ
う

だ
と
主
張
す
る
自
信
が
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
接
尾
語
と
し
て
の

「他
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「任
他
Ｌ
従
他
」

に
思
い
至
る
。
こ
の
一
壺
”
は
従
来
と
も
に

「
サ
モ
ア
ラ
バ
ア
ン
」
と
訓
み
な
ら

わ
さ
れ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば

『文
語
解
』
巻
四
で
は
、
他
の
「従
教
」
「任

従
」
「遮
莫
」
な
ど
十
三
語
と
と
も
に
あ
げ
て
、

此
皆
俗
語
、
詩
語
二
用

ュ
、
ソ
ノ
義
ミ
ナ
同
ジ
、
僅
語
ノ
カ
マ
ハ
ヌ
ナ
リ
。

と
説
明
す
る
。
「任
他
」
「従
他
」
は
固
定
化
し
て
熟
語
と
な

っ
て
い
る
が
、
語

構
成
を
考
え
て
み
る
と
、
「任
」
「従
」
は
と
も
に

「ゆ
る
す
」

「
ま
か
せ
る
」

「自
由
に
さ
せ
る
」
と
い
う
意
で
、
そ
れ
に
強
意
を
表
わ
す
、
あ
る
い
は
こ
の

場
合
に
こ
そ
、
志
村
氏
の
い
わ
れ
る

「動
詞
に
そ
い
無
関
心
の
気
持
を
伝
え
る

独
特
の
機
能
」
が
妥
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

「他
」
が
付
接
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「任
他
」
「従
他
」
も
や
は
り
接
尾
語

「他
」
を
持
つ

俗
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
詩
詞
曲
語
辞
腫
釈
』
（巻

一
）
に
は

「従
他
」
の
例
と
し
て
、
李
自
の

「白

頭
吟
」
の
、

莫
レ捲
二龍
髪
席
一
従
他
生
二網
糸
一

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
、
塩
見
氏
の
指
摘
を
借
用
す
る
と
、
次
の
例
が
あ

稀
¨

無
レ情
亦
任
他
春
去
、　
不
レ酔
争
錯
二得
昼
長
一
（白
居
易
、
早
夏
暁
興
贈
ニ

夢
得
し

任
他
名
利
客
、
車
馬
間
二康
荘
一
（殷
尭
藩
、
寄
二許
渾
秀
才
し

従
他
後
人
見
、
境
趣
誰
為
レ幽

（李
期
、
戯
贈
詩
）

本
朝
で
は
、
ま
ず

「任
他
」
は

『
菅
家
文
草
』
に
二
例
が
あ
る
。

森
森
任
他
鍮
二北
海
「
幡
幡
定
是
養
二東
膠
八
和
二大
使
交
字
之
作
「
巻
五
）

幸
被
二
君
臣
交
レ
畝
種
「
任
他
意
気
満
レ園
残
（九
月
尽
日
題
二残
菊
「
巻
六
）

「従
他
」
は

『
田
氏
家
集
』
巻
上
、
「病
後
閑
座
偶
吟
所
懐
」
に
、

従
他
軟
脚
難
二行
歩
「
只
幸
凝
神
不
二坐
馳
一

や
や
時
代
が
下

っ
て
、
『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
の
一
条
天
皇
、
「瑶
琴
治
世
音
」

に
、

従
他
楽
府
清
弦
上
、
至
徳
深
仁
幾
聖
朝

と
見
え
る
。
以
下
の
挙
例
は
省
略
す
る
が
、
「任
他
」
は
、
同
じ
意
味
の
語

「遮

莫
」
と
と
も
に
、
平
安
後
期
に
は
多
用
さ
れ
る
に
至
る
。

（注
）

（１
）
　
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
（中
）、

『古
今
集
以
前
」、
「白
詩
の
影
」
貧
谷

山
茂
教
授
退
職
記
念
国
文
学
論
集
し
な
ど
。

（２
）
　
「語
の
性
格
―
外
来
の

「俗
語
」
を
中
心
と
し
て
―
」

（『上
代
の
文
学
と
言

〓
”』）。

（３
）

松
浦
友
久

「不
分
壇
璃
屑

・
来
霧
旅
客
巾
―
唐
代
俗
語
と
平
安
朝
の
詩
人
―
」

∩
漢
文
学
研
究
』
１１
号
）。
川
口
久
雄
氏
に
よ
る
日
本
古
典
文
学
大
系
『菅
家
文
草
菅

家
後
集
』
の
頭
注
、
補
注
に
お
け
る
指
摘
。
金
原
理

「『軟
脚
』
考
」
令
平
安
朝
漢
詩

文
の
研
究
し
、
な
お
こ
の
語
に
つ
い
て
は

『敦
連
変
文
字
義
通
釈
』
に
論
及
が
あ
る
。

（４
）

小
島
憲
之

「漢
語
享
受
の
問
題
に
関
し
て
―

「万
葉
語
」
の
場
合
―
」
０
高
野

山
大
学
国
語
国
文
』
３
号
）。

（５
）

社
甫
の
こ
の
句
の
日
語
性
を
論
じ
た
も
の
に
、
松
浦
友
久

「耶
娘
妻
子
走
相
送

―
唐
詩
の
自
話
的
表
現
と
厭
戦
詩
の
発
想
―
」
今
詩
語
の
諸
相
し
が
あ
る
。

（６
）

日
本
古
典
文
学
大
系
本
補
注
。

（７
）
　
「唐
詩
俗
語
新
考
（四
と

（「文
化
紀
要
』
（弘
前
大
学
教
養
部
）
１９
号
）。



（８
）

我
が
国
の
詩
文
で
は

「都
慮
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
「文
徳
実
録
序
」

も

「慮
」
に
作
る
何
本
か
が
あ
り
、

「参
安
楽
寺
詩
」
も

「慮
」
と
す
る
本
が
あ
る

（と
も
に
国
史
大
系
本
頭
注
に
よ
る
）。　
一
応
は

『
遊
仙
窟
』
の
例
に
つ
い
て
豊
田

穣
氏
が
処
理
さ
れ
た
よ
う
に
、
「度
の
訛
で
あ
ろ
う
」
と
考
え
ら
れ
る
が

（「唐
詩
俗

語
政
」
「唐
詩
研
究
し
、
接
尾
語
で
も
あ
り
、
な
お
考
え
る
べ
き
問
題
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

（９
）

塩
見
邦
彦

「唐
詩
俗
語
新
考
」
∩
立
命
館
文
学
』
４３０
４３‐
４３２
合
併
号
）。

（１０
）
　
「六
朝
助
字
小
記
」
∩
中
国
散
文
論
じ
。

塩
見
邦
彦

「唐
詩
俗
語
新
考
全
一ビ
∩
文
化
紀
要
六
弘
前
大
学
教
養
部
）
１７
号
）

傍
記
は
祐
徳
神
社
中
川
文
庫
本
、
山
口
県
立
図
書
館
本
の
本
文
。

『文
化
紀
要
』

（弘
前
大
学
教
養
部
）
１８
号
。

注
１
に
同
じ
。

同
書

一
〇
〇
ベ
ー
ジ
。

『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
（上
）
一全
ハ
九
ベ
ー
ジ
。

注
９
に
同
じ
。
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